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基準４ 学生の受入 

（１）観点ごとの分析 

観点４－１－①： 教育の目的に沿って，求める学生像及び入学者選抜の基本方針等の入学者受入

方針（アドミッション・ポリシー）が明確に定められ，学校の教職員に周知され

ているか。また，将来の学生を含め社会に理解されやすい形で公表されているか。 

（観点に係る状況）  

本校の教育の目的に沿って，準学士課程（編入学を含む）及び専攻科課程への入学者選抜に対する

入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）を明確に定めており，学校総覧に理解されやすい平易

な言葉で明記されている（資料４－１－①－１～２）。本校教職員への入学者受入方針（アドミッシ

ョン・ポリシー）の周知は，学校総覧の配布によって行っている。教職員に対しては，アンケート調

査を実施して周知状況を把握しているが，約８割が「知っている」と回答していることから，周知レ

ベルは良好と言える（資料４－１－①－３～４）。 

将来の学生を含めた社会に対しては，学校説明会，入試説明会，中学校訪問，中学生一日体験入学

等で学校総覧や学生募集要項（資料４－１－①－５）を配布し，公表し広く周知を図っている（資料

４－１－①－６）。また，高等学校からの編入学についても，編入学生募集要項に入学者受入方針

（アドミッション・ポリシー）が明記されている（資料４－１－①－７）。更に，本校ウェブページ

にも入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）を掲載し，公表している（資料４－１－①－８）。 

 

資料４－１－①－１ 

 

（出典：平成 25 年度 学校総覧，p.２） 

 

資料４－１－①－２ 

 

（出典：平成 25 年度 学校総覧，p.２） 
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資料４－１－①－３ 

教職員アンケート調査用紙（アドミッション・ポリシー周知状況） 

 

 

 

（出典：FD 委員会資料） 
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資料４－１－①－４ 

教職員アンケート調査結果（アドミッション・ポリシー周知状況） 

 

（出典：FD 委員会資料） 

 

 

資料４－１－①－５ 

 

（出典：平成 25 年度 学生募集要項，p.１） 
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資料４－１－①－６ 

学校総覧・学生募集要項配布先一覧 
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資料４－１－①－６続き 

学校総覧・学生募集要項配布先一覧 
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資料４－１－①－６続き 

学校総覧・学生募集要項配布先一覧 

 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料４－１－①－７ 

 

（出典：平成 25 年度 編入学生募集要項，p.１） 

 

資料４－１－①－８ 

 

 

（出典：本校ウェブページ） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 本校では，準学士課程（編入学を含む）及び専攻科課程への入学者選抜に対する入学者受入方針

（アドミッション・ポリシー）が明確に定められており，学校総覧，学生募集要項等の資料及び本校

ウェブページに明記されている。教職員に対しても各資料を配布し周知を図っており，平成24年度に

実施した教職員アンケート調査の結果では，周知レベルは良好である。将来の学生を含めた社会に対

しては，学校説明会，入試説明会，中学校訪問，中学生一日体験入学等で前出の資料を配布し，説明

している。さらに，本校ウェブページを通じて広く社会に理解されやすい形で公表している。 

 以上により，教育の目的に沿って，求める学生像及び入学者選抜の基本方針等の入学者受入方針

（アドミッション・ポリシー）が明確に定められ，学校の教職員に周知されている。また，将来の学

生を含め社会に理解されやすい形で公表されている。 
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観点４－２－①： 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿って適切な学生の受入方法

が採用されており，実際の入学者選抜が適切に実施されているか。 

（観点に係る状況）  

 本校の全ての入学者選抜は，入試委員会が入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に基づい

て作成した「入試業務作業・点検総合マニュアル」（資料４－２－①－１）に従って進められ，運営

会議において合否判定される。 

 準学士課程の入学者選抜は，「学生募集要項」に従って，推薦による選抜と学力試験による選抜の

２つの方法で実施している（資料４－２－①－２）。推薦による選抜は，各学科とも入学定員の40％

程度の募集人員で，在籍中学校長の推薦書，入学志願者調査書（傾斜配点），面接試験等を総合して

行っている（資料４－２－①－３～６）。学力試験による選抜は，学力試験及び入学志願者調査書を

総合して行っている（資料４－２－①－７～８）。学力試験は，数学，理科，国語及び英語の４教科

について筆記試験を実施しており，本校全学科共通の入学者受入方針「学習意欲が高く，数学，理科，

国語，英語の基礎力が備わっている人」に沿ったものとなっている（資料４－１－①－１参照）。 

 編入学者の選抜は，「編入学生募集要項」に従って，推薦による選抜と学力試験による選抜の２つ

の方法で実施している（資料４－２－①－９）。推薦による選抜は，専門科目に関する口頭試問を含

む面接試験，入学志願者調査書等を総合して行っている。（資料４－２－①－10～12）。学力試験に

よる選抜は，学力試験，面接試験，入学志願者調査書等を総合して行っている。学力試験は，A方式

とB方式が設けられている。A方式は工業高等学校または高等学校の工業に関する学科卒業者を対象と

し，英語，数学，専門科目の試験を行い，B方式は高等学校普通科卒業者を対象とし，英語，数学，

物理または化学の試験を実施している。面接試験，入学志願者調査書の評価においては，準学士課程

の入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿った評価をして，入学者選抜を適切に実施して

いる（資料４－２－①－13～14）。 

 専攻科課程の入学者の選抜は，「専攻科学生募集要項」に従って，推薦による選抜，学力試験によ

る選抜，社会人特別選抜の３つの方法で実施している（資料４－２－①－15）。推薦による選抜は，

在籍高等専門学校長の推薦書，入学志願者調査書，面接試験等を総合して行っている（資料４－２－

①－16～17）。学力試験による選抜は，学力試験とTOEICスコア，入学志願者調査書，面接試験等を

総合して行っている。学力試験は，数学，専門科目の試験を実施しており，専攻科課程の入学者受入

方針に沿って，入学者を適切に選抜している（資料４－２－①－18～19）。 
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資料４－２－①－１ 

入試業務作業・点検総合マニュアル（抜粋） 

 

 



鶴岡工業高等専門学校 基準４ 

 

- 126 - 

 

資料４－２－①－１続き 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料４－２－①－２ 

平成25年度 学生募集要項（抜粋） 

 

 

（出典：平成25年度 学生募集要項 pp.１～５） 
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資料４－２－①－３ 

推薦書の書式 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料４－２－①－４ 

調査書の書式 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料４－２－①－５ 

準学士課程入学者選抜（推薦）面接評価点集計表 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料４－２－①－６ 

準学士課程入学者選抜（推薦）試験の合否判定 

  

 

（出典：運営会議議事録） 
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資料４－２－①－７ 

準学士課程入学者学力選抜方法 平成25年度 学生募集要項（抜粋） 
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資料４－２－①－７続き 

 

 

 

（出典：平成25年度 学生募集要項，pp.６～９） 
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資料４－２－①－８ 

準学士課程入学者選抜（学力）試験の合否判定 

 

 

（出典：運営会議議事録） 
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資料４－２－①－９ 

平成25年度 準学士課程編入学生募集要項（抜粋） 
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資料４－２－①－９続き 
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資料４－２－①－９続き 
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資料４－２－①－９続き 

 

 

（出典：平成25年度 編入学生募集要項，pp.1,2,4,5） 
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資料４－２－①－10 

準学士課程編入学生 推薦選抜基本方針(抜粋) 

 

 

（出典：学生課資料） 

 

資料４－２－①－11 

準学士課程編入学生選抜（推薦）面接評価結果表 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料４－２－①－12 

準学士課程編入学生選抜（推薦）試験の合否判定 

  
 

（出典：運営会議議事録） 
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資料４－２－①－13 

準学士課程編入学生選抜（学力）面接評価結果表 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料４－２－①－14 

準学士課程編入学生選抜（学力）試験の合否判定 

  

 

（出典：運営会議議事録） 
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資料４－２－①－15 

平成 26 年度 専攻科生募集要項（抜粋） 
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資料４－２－①－15 続き 
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資料４－２－①－15 続き 
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資料４－２－①－15 続き 

 

 

 

（出典：平成 26 年度 専攻科入学者募集要項，pp.1,2,5,7） 
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資料４－２－①－16 

専攻科課程入学生選抜（推薦）面接評価結果表 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料４－２－①－17 

専攻科課程入学生選抜（推薦）試験の合否判定 

  

 

（出典：運営会議議事録） 
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資料４－２－①－18 

専攻科課程入学者選抜（学力）面接評価結果表 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料４－２－①－19 

専攻科課程入学生選抜（学力）試験の合否判定 

  

 

（出典：運営会議議事録） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 本校では，準学士課程の入学者，編入学者，専攻科課程ともに，学力選抜及び推薦選抜により入学

者を決定している。全ての入学者選抜は, 入試委員会が入学者受入方針（アドミッション・ポリシ

ー）に基づき作成した「入試業務作業・点検総合マニュアル」に従って実施されている。学力選抜で

は，数学，理科，国語，英語の基礎力と入学志願者調査書によって，また，推薦選抜では，推薦書，

入学志願者調査書（傾斜配点）に基づき，面接により入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）

に適合した学生であることを確認しており，実際の入学者選抜を適切に実施している。 

 以上により，入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿って適切な学生の受入方法が採用

されており，実際の入学者選抜が適切に実施されている。 
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観点４－２－②： 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿った学生の受入が実際に行

われているかどうかを検証するための取組が行われており，その結果を入学者選

抜の改善に役立てているか。 

（観点に係る状況）  

準学士課程入学生に対し，学習意欲が高く，基礎学力が備わっている学生を受け入れるという方針

に基づき，数学，国語，英語の３教科について「新入生標準テスト」を入学時に実施し，検証してい

る。その結果，入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿った学生の受入が概ね行われてい

ると分析されている（資料４－２－②－１～３）。 

準学士課程の適正な受入の分析は進級率・卒業率からも検証しており，毎年高い値を示しているこ

とから，その適正さが立証されている（資料４－２－②－４）。専攻科課程については，修了率によ

り，受入が適正であると立証されている（資料４－２－②－５）。 

学習・学校教育目標（F）「論理的表現力と英語力を身につける。」のF－３項目「英語による表現

力を磨き、国際的に通用するコミュニケーション基礎力を身につける。」（資料４－２－②－６）に

照らし合わせ，「TOEICスコア」を推薦基準では300点から330点に上げ，学力試験では英語の判定評

価に代用するなど，随時入学者選抜の改善も行われている（資料４－２－②－７～８）。 
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資料４－２－②－１ 

新入生標準テスト告知資料 

 
（出典：学生課資料） 
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資料４－２－②－２ 

新入生標準テスト評価結果 
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資料４－２－②－２続き 

 

（出典：学生課資料） 

 

資料４－２－②－３ 

標準テストの結果について 

教員会議議事概要（抜粋） 

 
 

教員会議資料（抜粋） 

 

（出典：学生課資料） 
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資料４－２－②－４ 

準学士課程の進級率・卒業率 

 

（出典：学生課資料） 
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資料４－２－②－５ 

専攻科課程の修了率 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料４－２－②－６ 

専攻科課程 学習・教育目標と到達目標 

 

 

（出典：平成25年度シラバス，p.２） 
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資料４－２－②－７ 

平成24年度 第１回入学試験委員会・教務委員会議事録（抜粋） 

 

（出典：学生課資料） 
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資料４－２－②－８ 

専攻科学生選抜方法について（抜粋） 

 

 

（出典：平成26年度 専攻科学生募集要項，p.７） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 準学士課程入学生に対し，入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿った入学選抜が実際

に行われているかを「新入生標準テスト」，受入学生の進級率・卒業率等で検証を行った結果，入学

者受入に問題はなかった。また，推薦選抜については，調査書の傾斜配点によって，入学者受入方針

（アドミッション・ポリシー）が反映されるようにしている。 

 専攻科課程については，修了率から受入の適正さを判断している。入学者選抜において「TOEICス

コア」を合格判定の基準の一つに代用するなど随時改善を行ってきている。 

 以上により，入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿った学生の受入が実際に行われて

いるかどうかを検証するための取組が行われており，その結果を入学者選抜の改善に役立てている。 
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観点４－３－①： 実入学者数が，入学定員を大幅に超える，又は大幅に下回る状況になっていな

いか。また，その場合には，これを改善するための取組が行われるなど，入学定

員と実入学者数との関係の適正化が図られているか。 

（観点に係る状況）  

準学士課程については，本校学則において，その入学定員は各学科40名と定めている（資料４－３

－①－１）。過去５年間に実入学者が学科定員を超えたことも下回ったこともない（資料４－３－①

－２）。 

専攻科課程について，本校学則において，機械電気システム工学専攻12名，物質工学専攻４名の入

学定員を定めている（資料４－３－①－３）。専攻科課程の志願者数，入学者数については，定員割

れを起こしたことはない（資料４－３－①－４）。定員を上回って受け入れた年度もあるが，各専攻

とも講義，実習，専攻科課程の研究指導への支障がないことを確認しており（資料４－３－①－５），

専攻科課程修了率からもそれは立証されている（資料４－２－②－５参照）。 

 

資料４－３－①－１ 

鶴岡工業高等専門学校学則（抜粋） 

 

 

（出典：規程集） 
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資料４－３－①－２ 

準学士課程入学者数の状況 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料４－３－①－３ 

鶴岡工業高等専門学校学則（抜粋） 

 

（出典：規程集） 

 

資料４－３－①－４ 

専攻科入学者数の推移 

 

（出典：学生課資料） 
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資料４－３－①－５ 

入試申し合わせならびに実施要項について（抜粋） 

 

（出典：学生課資料） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 準学士課程の入学者については，実入学者が入学定員を超えたことも下回ったこともない。 

 専攻科課程の入学者についても，定員を上回って受け入れた年度もあるが，各専攻とも講義，実習，

専攻科課程の研究指導への支障がないことを確認している。 

 以上により，準学士課程及び専攻科課程の入学定員と実入学者数との関係の適正化が図られている。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

 準学士課程及び専攻科課程の入学者選抜に対する入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）が

明確に定められており，教職員や将来の学生を含めた社会に広く公表され，周知されている。また，

入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿った学生の受入状況を検証するための取組が行わ

れており，その結果を入学者選抜の改善に役立てている。 

 

（改善を要する点）  

 特になし 

 

 

（３）基準４の自己評価の概要 

 本校の教育目的，教育目標に沿って，準学士課程及び専攻科課程の入学者選抜に対する入学者受入

方針（アドミッション・ポリシー）が明確に定められており，学校の各種資料及び本校ウェブページ

に明記されて，教職員や将来の学生を含めた社会に広く公表され，周知されている。 

 準学士課程入学生に対し，入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿った入学選抜が実際

に行われているかを「新入生標準テスト」，受入学生の進級率・卒業率等で検証を行った結果，入学

者受入に問題はなかった。また，推薦選抜については，調査書の傾斜配点によって，入学者受入方針

（アドミッション・ポリシー）が反映されるようにしている。 

 専攻科課程については，修了率から受入の適正さを判断している。入学者選抜において「TOEICス

コア」を合格判定の基準の一つに代用するなど随時改善を行ってきている。 

 以上のことから，本校では，入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿った学生の受入状
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況を検証するための取組が行われており，その結果を入学者選抜の改善に役立てている。 

 準学士課程の入学者については，実入学者が入学定員を超えたことも下回ったこともない。 

 専攻科課程の入学者についても，定員を上回って受け入れた年度もあるが，各専攻とも講義，実習，

専攻科課程の研究指導への支障がないことを確認している。準学士課程及び専攻科課程の入学定員と

実入学者数の関係は，適正である。 


